1）建築物に係る行為の制限
	対象項目
	景観形成基準
	判定

	位置
	ア　従来の地形の改変を最小限に留めるように配慮する。また敷地内の優れた樹木、緑地等の既存植生を保存し、建築物周辺の景観との調和に配慮する。
	

	
	イ　背景となる山並み景観等を損なわないように配慮して配置する。
	

	
	ウ　街路沿い等では壁面線を揃えるなど周囲の建物と調和するように配慮する。
	

	
	エ　市街地では道路境界線から後退するなどに生じた空間は、道路と一体的な公共空地として整備するように努める。
	

	
	オ　歴史的建造物等の周辺では、これらの景観保全に配慮する。
	

	
	カ　川沿い等の水辺では、水際線の眺望を遮ることがないように配慮してできるだけ後退した配置とする。
	

	規模
	ア　大規模な壁面では、自然景観やまち並み、集落景観と調和するように、建築物の分節化を図るなど圧迫感の軽減に努める。
	

	
	イ　周辺の樹林地に対しては、できる限り樹冠から突出しない高さとするように努める。
	

	形態意匠
	屋根
	ア　建物の屋根の形状、色彩などは、周辺の山並みや隣接する建物と調和するように配慮する。
	

	
	
	イ　集落部では、建物の形態や屋根の形状は周辺の自然環境や伝統的な建築様式と調和するように配慮する。
	

	
	外壁等意匠
	ア　地域の伝統的な建築様式等周囲の建物の形態意匠との調和に配慮する。
	

	
	
	イ　蔵など歴史的な建築物の改築又は修繕に当っては、建築物の材料の一部又は外壁の意匠の一部を保存し、又は再生することによって、歴史的景観の保全に努める。
	

	
	
	ウ　建築物の壁面には、施設の名称等の最小限の表示に留め、必要以上の広告物や図画等の表示は避けるように努める。
	

	
	
	エ　建築物への看板、広告幕及び広告塔の設置はできる限り避け、やむを得ず設置する場合は必要最小限とし、建築物や周辺の景観との調和に配慮する。
	

	
	
	オ　市街地内の道路に面する建物は道路より壁面後退を行い、道路と一体的な歩行者空間の形成に配慮するとともに、公共空間として永く親しまれるように品位ある意匠に努める。
	

	
	素材
	ア　周辺の自然景観やまち並みとの調和に配慮した素材を用いる。
	

	
	
	イ　建築物の材料・材質は、地域の自然素材や伝統的素材の使用に努める。
	

	
	
	ウ　自然景観の中に位置する場合は、反射性の高い素材を避けるなど自然景観と溶け込むように配慮する。
	

	
	
	エ　時間の経過により汚れや破損が目立つことがないように、耐久性、耐候性とともに退色性を考慮した風合いの感じられる材料、材質を使用する。
	

	
	設備
	ア　建物に付帯する屋外階段、塔屋、バルコニー等は、建物本体と一体化されたデザインに努める。
	

	
	
	イ　空調室外機等の屋上付属設備や、自動販売機の設置はできるだけ集約化する。
	

	
	
	ウ　付属物を屋上に設置する場合は、建物との一体化を図ったり、適宜遮蔽する。
	

	色彩
	色彩・色調
	ア　建築物の色彩・色調は極端に派手な色彩の使用は避け、周辺のまち並みや自然環境と調和した色彩とする。
	

	
	
	イ　周囲の建物等と対比的な色彩を使用する場合は、周囲の色彩との調和に配慮し、対比的な色彩の面積が過大とならないように配慮する。
	

	
	
	ウ　設備機器、屋上工作物等の色彩は、建築物本体及び周辺の景観との調和に努める。
	

	敷地の緑化
	ア　樹姿、樹勢の優れた樹木がある場合には、保存又は移植により修景に活かすように努める。
	

	
	イ　柵を設ける場合は生垣とするなど建築物との調和に配慮しながら周囲の緑化に努める。
	

	
	ウ　周辺の景観及び植生と調和するよう、できる限り地域に生息している郷土種の植栽に努める。
	


	
	エ　植栽に当っては高木、中木、低木、地被類等を適正に配置して、建築物やまち並みと調和した緑化に努める。
	

	
	オ　道路等に面しては、建築物の圧迫感を和らげるように、建築物と樹木の高さの調和や連続性に配慮して効果的な植栽に努める。
	

	その他
	駐車場
	ア　屋外駐車場は出入口を限定し、安全上支障のない範囲で生垣等による緑化に努める。
	

	
	屋外照明
	ア　過剰な光が周囲に散乱しないよう光源の種類、位置、光量及び配光特性に配慮する。
	

	
	電線類
	ア　市街地内を主に電線類の地中化等により無電柱化に努める。
	



2）工作物に係る行為の制限
	対象項目
	景観形成基準
	判定

	位置
	ア　従来の地形の改変を最小限に留めるように配慮する。また敷地内の優れた樹木、緑地等の既存植生を保存し、工作物周辺の景観との調和に配慮する。
	

	
	イ　背景となる山並み景観等を損なわないように配慮して配置する。
	

	
	ウ　道路境界線及び隣地境界線から一定の後退をさせて配置する。
	

	
	エ　歴史的建造物等の周辺では、これら景観資源に近接する場合はその景観保全に配慮して配置する。
	

	
	オ　川沿い等の水辺では、水際線の眺望を遮ることがないように配慮してできるだけ後退した配置とする。
	

	規模
	ア　周辺の自然景観やまち並み、集落景観と調和するように、工作物の分割等によって、圧迫感を感じさせる形態を和らげるように配慮する。
	

	
	イ　周辺の樹林地に対しては、できる限り樹冠から突出しない高さとするように努める。
	

	形態
	ア　地域の景観の連続性に違和感を生じないように配慮するとともに、圧迫感を感じさせない形態を工夫する。
	

	
	イ　工作物の部材は調和ある構成とし、すっきりとした形態とする。
	

	意匠
	ア　工作物全体として秩序ある意匠とする。
	

	
	イ　単調な大壁面等による圧迫感をなくし、アクセントのあるデザインの工夫を行う。
	

	
	ウ　地域の歴史的建造物等と近接して設ける場合は、伝統的な意匠を継承し、周園の歴史的建物物の形態意匠との調和に配慮する。
	

	
	エ　歴史的な工作物の改築又は修繕に当っては、工作物の材料の一部又は外壁の意匠の一部を保存し、又は再生することによって、歴史的景観の保全に努める。
	

	
	オ　工作物及びそれらに附属する、さく等の表面には、施設の名称等の最小限の表示に留め、必要以上の広告物や図画等の表示は避けるように努める。
	

	色彩
	色彩・色調
	ア　工作物の表面には、けばけばしい色彩等の不快感を与える色彩を使用せず、四季を通じて周辺のまち並みや自然環境と調和した、落ち着いた色彩を基調とする。
	

	
	
	イ　工作物の表面の一部に周囲の色彩と対比的な色彩を使用する場合は、周囲の色彩との調和に配慮し、対比的な色彩の面積が過大とならないように努める。
	

	素材
	ア　周辺の自然景観やまち並みとの調和に配慮した素材を用いる。
	

	
	イ　工作物の材料・材質は、地域の自然素材や伝統的素材の使用に努める。
	

	
	ウ　自然景観の中に位置する場合は、反射性の高い素材を避けるなど工作物が自然景観に溶け込むように配慮する。
	

	
	エ　歴史的建造物等に近接して工作物を設ける場合は、歴史的建造物に使用されている伝統的素材と調和したものを使用するように努める。
	

	
	オ　時間の経過により汚れや破損が目立つことがないように、耐久性、耐候性とともに退色性を考慮した風合いの感じられる材料、材質を使用する。
	

	敷地の緑化
	ア　工作物の外観を和らげるように、工作物の周囲はできる限り緑化に努める。
	

	
	イ　周囲にさく等を設ける場合には、生垣等の自然素材を用いるように努める。
	

	
	ウ　樹姿、樹勢の優れた樹木がある場合には、保存又は移植により修景に活かすように努める。
	

	
	エ　周辺の景観及び植生と調和するよう、できる限り地域に生息している郷土種の植栽に努める。
	

	
	オ　植栽に当っては高木、中木、低木、地被類等を適正に配置して、工作物やまち並みと調和した緑化に努める。
	

	
	カ　道路等に面する外壁等については、工作物の圧迫感を和らげるように、工作物と樹木の高さの調和や連続性に配慮して効果的な植栽に努める。
	



3）開発行為、水面の埋立又は干拓に係る行為の制限
	対象項目
	景観形成基準
	判定

	土地の形状
	ア　現況地形を尊重し、できる限り従来の地形を活かしたものとする。
	

	
	イ　敷地形状は、不整形な分割や細分化により、景観形成上の敷地の連続性を損なうことや無秩序な形態を生じないように努める。
	

	土地の緑化
	ア　開発区域等はできる限り連続的な緑化に努め、周囲にさく等を設ける場合は、生垣等を用いるように努める。
	

	
	イ　樹姿、樹勢の優れた樹木がある場合には、保存又は移植により修景に活かすように努める。
	

	
	ウ　植栽に当っては、周辺の景観になじみ、地域の地形や気候に調和するように、できる限り地域に多く生育する郷土種、自生種を主に選定するように努める。
	

	
	エ　植栽に当っては高木、中木、低木、地被類等を適正に配置して、全体として調和した緑化に努める。
	

	法面の外観
	ア　造成に当ってはできる限り長大な法面や擁壁が生じないように、高低差を緩やかに分散させるように配慮する。
	

	
	イ　法面はできる限り緩やかな勾配とし、ラウンディング等によって周辺の起伏と滑らかに連続させる。
	

	
	ウ　道路際等に擁壁を設置する場合は、圧迫感のある垂直擁壁はできるだけ避け、傾斜した擁壁を用いることや、擁壁を後退させて足元を緑化するなど開放的な道路景観を形成するように工夫する。
	

	
	エ　擁壁の表面は、周辺景観と違和感を生じないように、表面の描画等は避け、素材特性を活かすことや緑化ブロックの活用などに努める。
	

	埋立・干拓
調整池等の築造
	ア　埋立又は干拓、調整池の築造における護岸、堤防等の整備に当っては、自然素材の活用や植栽による緑化等により圧迫感のない形態とし、周辺景観との調和に努める。
	

	
	イ　既存の樹林、河川等の優れた景観は、できる限り保全に努め、極力、修景に活用する。
	



4）土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更に係る行為の制限
	対象項目
	景観形成基準
	判定

	採取・掘採の方法
	ア　主要な視点場及び主要な道路から見える眺望方向を阻害しないように、採取又は掘採の位置、方向及び方法をできる限り工夫する。
	

	
	イ　既存の樹林、河川等の優れた景観は、できる限り保全に努め、極力、修景に活用する。
	

	事業地の遮へい化
	ア　事業地の周囲には、樹木の植栽等により周囲の道路からの遮へい措置を講じる。
	

	
	イ　事業地内への出入口は最小限に留め、さく、囲い等により道路等から視認範園を限定するように努める。
	

	跡地の形状
	ア　長大な法面や擁壁が生じないように、小段を適宜設けるなど高低差を段階的に処理するなど圧迫感を生じないように配慮する。
	

	
	イ　法面はできる限り緩やかな勾配とし、ラウンディング等によって周辺の起伏と滑らかに連続させる。
	

	
	ウ　道路際等に擁壁を設置する場合は、圧迫感のある垂直擁壁はできるだけ避け、傾斜した擁壁を用いることや、擁壁を後退させて足元を緑化するなど開放的な道路景観を形成するように工夫する。
	

	
	エ　擁壁の表面は、周辺景観と違和感を生じないように、表面の描画等は避け、素材特性を活かすことや緑化ブロックの活用などに努める。
	

	跡地の緑化
	ア　土石の採取、鉱物の掘採による露頭する法面は、掘削等の行為が終了したところから速やかに周辺の植生に留意して緑化復元を図る。
	



5）屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積に係る行為の制限
	対象項目
	景観形成基準
	判定

	集積又は貯蔵の方法
	ア　主要な視点場及び主要な道路から見える眺望方向を阻害しないように、集積又は貯蔵場所の位置をできる限り工夫する。
	

	
	イ　集積又は貯蔵に当っては、高さをできる限り低く抑え、整然とした形状とするなど、外部からの景観に不快感をもたらさないように工夫する。
	

	事業地の遮へい化
	ア　事業地の周囲には、樹木の植栽等により周囲の道路からの遮へい措置を講じる。
	

	
	イ　事業地内への出入口は最小限に留め、さく、囲い等により道路等から視認範園を限定するように努める。
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